
※国交省所管事業版

令和６年度公共事業再評価調書 担当課名　
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- 工事着手年度 3

(1)事業目的

(2)事業内容
1,800 ｍ

1,782 ｍ 18 ｍ （1箇所）　）

13.5 ｍ （全幅）

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果
　○費用便益分析結果 （令和 6 年度時点）

・総便益（B） 10.3 億円

・総費用（C） 9.1 億円

　○見込まれる効果（定性的な効果）

(3)事業の進捗状況 （令和 6 年度見込み）
進捗率

30.0% （ 285 百万円 ／ 950 百万円 ）

0.0% （ 0 ｍ ／ 1,800 ｍ ）

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を 【 】 する。

(2)理由

事業量

施工延長：

（道路工：

計画幅員：

事業概要

事業の
必要性

事業費

区　分

【視点１】

　令和３年８月に中部横断自動車道が山梨県から静岡県まで全線開通し、観光・物流網が強化された。

　一般国道469号は、県東部地域の山間部における東西交通軸を形成し、富士山を周遊する幹線道路網の一
部を担う道路である。事業区間は人家が連担する現道を迂回する延長1.8kmであり、バイパス整備により通
過交通を排除し、円滑で安全な交通を確保する。

継続が妥当

（走行時間短縮便益：9.8億円、走行経費減少便益：0.5億円、

（建設費：8.3億円、維持管理費：0.8億円、用地残存価値：

 　・産業の支援（企業活動の活性化）
 　・防災基盤の強化・生活環境の改善
 　・観光振興の支援（観光拠点へのアクセス向上）

内　訳

B/C（i=4%） 参考:B/C（i=2%） 参考:B/C（i=1%） EIRR

1.1 1.6 2.0 4.8%

  交通事故減少便益：0億円）

  0億円）

【視点２】 　バイパス整備への地元の期待も大きく、事業用地は全て取得済みであることから、令和11年度までに完
成する見込みである。

【視点３】 （コスト縮減について）
　活用可能な建設発生土の現場内での有効活用や他工事への流用、新技術・新工法の活用を検討するな
ど、コスト縮減を図っていく。新たなコスト

縮減・代替案
立案等

の可能性

今後の
事業の進捗
の見込み

対応方針
(案)

継続が妥当

継続

　一般国道469号沿線や周辺地域には複数の工業団地が立地しており、大型車混入率が高い傾向が続いてい
る。依然として沿道住宅への騒音振動が発生しており、早急な対策が求められている。事業は進捗してお
り、事業の投資効果も見込めることから、事業を継続する。

計

950 185 60 40 285

R6年度見込
全体事業費

百万円 投資状況
（百万円）

～R4年度 R5年度

用地着手年度 令和 年度 令和 年度

富士市

事業採択年度 令和 年度 計画期間 令和2年度　～　令和11年度

橋梁工：

資料2(様式１)

番号 4

事　業　名 道路改良事業 事業主体 静岡県

道路整備課

再評価理由※ 事業採択(R2)後、5年が経過

箇　所　名 一般国道469号　勢子
 せ こ

辻
つじ

バイパス 関係市町



総括表

 総費用Ｃ 909百万円

Ｂ／Ｃ 1.13

総便益

総費用

　総費用　Ｃ　＝ 909百万円
　事業建設費　Ｃ　＝ 830百万円
　評価期間内に必要な維持管理費　Ｃ　＝ 79百万円
　用地残存価値　Ｃ　＝ 0百万円

○時間便益 ： 道路整備による走行時間短縮を賃金率等で金銭評価
〇走行便益 ： 走行円滑化による燃費向上等に伴う走行経費節約を金銭評価
〇事故減少便益 ： 道路整備により交通事故件数が減少し事故の社会費用が減少する評価

○施設等の残存価値
　　評価期間末における施設等の残存価値を社会的割引率4％で現在価値化する。

　総便益　Ｂ　＝ 1,028百万円
　移動時間短縮便益　Ｂ　＝ 978百万円
　走行経費減少便益　Ｂ　＝ 50百万円
　交通事故減少便益　Ｂ　＝ 0百万円

 

○事業建設費 ： 建設費用を算出基準年次の価値で評価するために各年度ごとに割引率をかけ、合計したも
の。
○評価期間内に必要な維持管理費 ： 整備延長に対する年間維持管理費用に割引率をかけ、供用後50年間を
合計したもの。
○用地残存価値 ： 検討期間後の残存価値を現在価値化したもの。

総費用＝［当該計画道路の建設投資額］
　　　　　　　　　　　　　＋［当該計画道路の検討期間内に必要となる維持管理費］

費用便益比算出説明書

一般国道４６９号　勢子辻バイパス
（「費用便益分析マニュアル」国土交通省道路局　都市局　令和５年12月）

 総便益Ｂ
総便益＝［評価期間内に当該路線を整備しなかった場合に発生する経費］
　　　　　　　　　　　　－［評価期間内に当該路線を整備した場合に発生する経費］

1,028百万円
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１．事業箇所位置図

富士市

裾野市

富士宮市

沼津市

一般国道469号 勢子辻バイパス
延長1.8km

駿河湾

広域図 事業箇所

国土地理院を加工して作成

事業区間

高速道路

国道

主要地方道

凡 例

富士IC

新富士IC

１．事業箇所位置図
一般国道469号
勢子辻バイパス
延長1.8km

国土地理院を加工して作成

標準横断面図

・事業期間 ： 令和２年度～令和11年度

・事業区間 ： 延長1.8km

・道路幅員 ： 車道9.0m（全幅13.5m）

・車線数 ： ２車線

・全体事業費 ： 950百万円

一般国道469号は、県東部地域の山間部に

おける東西交通軸を形成し、富士山を周遊す

る幹線道路網の一部を担う道路である。

事業区間は人家が連担する現道を迂回す

る延長1.8kmであり、バイパス整備により通過

交通を排除し、円滑で安全な交通を確保する。

事 業 内 容

事 業 概 要

２

写真① 写真②

至 裾野市 R6.2撮影 至 裾野市 R6.2撮影

富士市

13.5m

3.0 3.0 3.0 1.51.50.75 0.75
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事業の投資効果
① 産業の支援（企業活動の活性化）

・ 国道469号は東名・新東名高速道路ICにアクセスする主要な幹線道路である。
・ 国道469号沿線や周辺地域には工業団地が立地しており、バイパス整備により物流の円滑化が

期待される。

新富士IC

富士IC

須走IC

裾野IC

御殿場IC

夏刈工業団地

板妻南工業団地
富士御殿場工業団地

新御殿場IC

一般国道469号
勢子辻バイパス

沼津IC
長泉沼津IC

■現況交通量の推移

8,000

6,000

4,000

2,000

H11  H17  H22  H27  R3

4,975

6,332

7,329
6,957

8,127(台/日)

出典：工業統計調査（平成25年～令和元年）
経済センサス活動調査（令和２年）

■製造品出荷額の推移 （富士市､富士宮市）

H24   H26  H28   H30   R2

250

200

150

100

050

000
H25 H27    H29   R1

コロナ禍(百億円)

出典：全国道路・街路交通情勢調査山宮工場団地

富士山南陵工業団地

富士宮北山工業団地

富士宮鉄鋼団地

駿河湾

事業の投資効果
② 防災基盤の強化・生活環境の改善

・ 本路線は県東部地域の山間部における東西交通軸であり、第１次緊急輸送路にも指定されている
ことから災害発生時等、重要な役割を担う道路として機能強化を図る。

・ バイパス整備により、現道の交通分散が図られ、沿道住宅への騒音振動等、住環境の改善が期待
される。

一般国道469号
勢子辻バイパス

出典：全国道路・街路交通情勢調査

■大型車混入率の推移
（➡県内平均を上回る）

富沢IC

山梨県

静岡県

新富士IC

長泉沼津IC

駿河湾

新清水IC
■地元の声

現道は、通過車両が多く、特に
運搬車両などの大型車両が多く
なっています。

勢子辻バイパスが整
備されれば、現道を通
過する車両が減るため
静かな住環境になるこ
とを期待しています。

25

20

15

10

5

0
H11  H17 H22  H27   R3

国道の県内平均

事業区間

(％)

富士IC

裾野IC

清水IC

御殿場IC

新御殿場IC

沼津IC

静岡県緊急輸送路図を加工
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事業の投資効果

③ 観光振興の支援（観光拠点へのアクセス向上）

・富士山が世界文化遺産に登録された平成25年以降、観光交流客数は増加傾向にある。
・バイパス整備により、富士山南麓の観光拠点間の周遊客増加、観光産業の活性化が期待される。

富士山(富士山域)

大宮・村山口登山道
（現在の富士宮口登道）

山頂の信仰遺跡群

須山口登山道
(現在の御殿場口登山道)

須走口登山道

吉田口登山道

富士浅間神社
(須走浅間神社)

西湖精進湖

本栖湖

富士山本宮浅間大社

山宮浅間神社

村山浅間神社

北口本宮富士

浅間神社

河口浅間神社

富士御室浅間神社

御師住宅

(旧外川家住宅)

山中湖

河口湖

忍野八海

船津胎内樹型
吉田胎内樹型

人穴富士講遺跡

白糸の滝

新富士IC

富士IC

裾野IC

御殿場IC

一般国道469号
勢子辻バイパス

朝霧高原

富士サファリパーク

山中湖IC

河口湖IC

須山浅間神社

富士山こどもの国

道の駅朝霧高原

凡例

● ：世界遺産構成資産

● ：その他の観光施設

：富士山一周ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾙｰﾄ

新御殿場IC

須走IC

富 士 山

出典：令和４年度 静岡県観光交流の動向
※観光交流客数は4市1町の合計（富士宮市、

富士市、御殿場市、裾野市、小山町）

■観光交流客数の推移

3,000

2,500

2,000
H26 H28     H30      R2       R4

H25      H27     H29      R1       R3

コロナ禍(万人) 

■富士山一周サイクリングルートの様子

出典：静岡国道事務所HP

前回からの変更点・理由

前回（R2） 今回（R6） 主な変更理由

①事業期間 R2～R6
R2～R11
（＋5年）

・残土量が最小限となる道路計画
に見直したため
・交差道路の機能確保に係る関
係機関協議に時間を要したため

②全体事業費 950百万円
950百万円
（変更なし）

事業を巡る社会情勢等の変化
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